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研究成果の概要： 

1. 腱板停止部（上腕骨大結節）において、棘上筋が停止していると考えられていた部位に

棘下筋が停止していることを明らかにした。 
2. 腱板断裂には棘上筋が最も含まれていると考えられてきたが、棘下筋が断裂に最も関与

している可能性が高いことを示唆した。 
3. 上記の結果を踏まえて、腱板断裂をより解剖学的に修復する手術方法を発表した。 
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３．研究の方法 １．研究開始当初の背景 
   
解剖実習体を 64 体、128 肩を使用して、腱
板停止部を同定した。腱板断裂を認めた 15
肩は除去した。16 肩は筋線維を除去し、腱性
部を同定した。 

従来、腱板断裂の大半は棘上筋に発生し、
腱板断裂の手術は棘上筋を修復する概念の
もと行われてきた。しかしながら、腱板断裂
患者の多くに、棘下筋の筋萎縮が認められて
いた。  
  
２．研究の目的  
  

  棘上筋と棘下筋の上腕骨停止部を詳細に
肉眼および組織学的に調査すること。  
  



４．研究成果 
 
(1)全例において、棘下筋(ISP)は従来棘上筋
が停止していると考えられていた上腕骨大
結節(GT)上面にまで、停止していた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
(2)棘上筋(SSP)は、大結節上面の前内側部に
限局して停止していた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
(3)解剖体の 21％においては、棘上筋(SSP)
は結節間溝（Bg）を超えて、上腕骨小結節(LT)
にまで停止していた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(4)棘上筋から筋性部を除去すると、前方 2
分の 1に腱性部が存在した。 
棘下筋も同様の処置を行うと、上方 2分の１
に腱性部が存在した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
(5)棘上筋と棘下筋の上腕骨停止部領域の長
さを計測した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
  
 

  
  



 

(6) 我々の研究から棘下筋は従来考えられ

ていた（A）より、大結節の広範囲に停止し

ている（B）ことがわかった。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
(7)断裂を伴う解剖体を用いて、腱板断裂の
多くは棘下筋を含んでいる可能性を示唆し
ていた。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
(8)断裂をした棘下筋を修復するという 
より解剖学的な腱板修復術を提案した。 
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